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平
成

二
十

五
年

度
庄

原
市

自
治

振
興

区
活

動
報

告
会

七
月
二
十
七
日
（
土
）
、
東
城
文
化

ホ
ー
ル
で
「
平
成
二
十
五
年
度
自
治
振
興

区
活
動
促
進
事
業
報
告
会
」
が
木
山
庄

原
市
長
、
野
原
県
大
名
誉
教
授
を
は
じ

め
自
治
振
興
区
関
係
者
が
多
く
参
加
し

て
盛
会
に
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
報
告
会
は
、
市
内
の
自
治
振
興
区

が
地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
庄
原

市
か
ら
補
助
金
の
交
付
を
受
け
実
施
し
た

事
業
に
つ
い
て
実
践
経
過
や
事
業
成
果
等

を
報
告
す
る
も
の
で
毎
年
こ
の
時
期
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度
で
は
、
十
四
自
治

振
興
区
が
十
五
の
事
業
に
つ
い
て
取
り
組

み
ま
し
た
が
、
報
告
会
で
は
東
城
地
域
の

上
町
自
治
振
興
区
（
自
治
会
）
を
は
じ

め
市
内
五
自
治
振
興
区
が
ス
テ
ー
ジ
で
実

践
報
告
を
行
う
と
と
も
に
、
十
五
の
事

業
す
べ
て
が
ポ
ス
タ
ー
展
示
に
よ
り
活
動

成
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
ブ
ラ
ン
ド
米
の
生
産
・
販
売

の
取
り
組
み
。
市
街
地
の
歴
史
・
文
化

を
活
か
し
た
町
並
み
づ
く
り
。
交
流
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
よ
る
利
用
促
進

な
ど
の
報
告
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
次
年

度
以
降
の
取
り
組
み
の
参
考
に
な
る
有
意

義
な
報
告
会
で
し
た
。

平
成
二
十
五
年
度
市
政
懇
談
会
に
つ
い
て

市
民
と
市
長
が
直
接
対
話
す
る
こ
と
に

よ
り
、
市
政
へ
の
理
解
を
深
め
、
市
民
の
意

向
が
尊
重
さ
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
行

う
こ
と
を
目
的
に
今
年
度
も
市
政
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

市
民
の
考
え
を
市
長
に
直
接
お
伝
え
す

る
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。
関
係
者
の
ご

出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
期
日

平
成
二
十
五
年
九
月
三
日
（
火
）

午
後
７
時
～
９
時

二
、
場
所

市
役
所
東
城
支
所
３
階
大
会
議
室

三
、
参
加
者

①
自
治
振
興
区
役
員

②
一
般
市
民
も
参
加
で
き
ま
す
。

③
市
側
は
、
市
長
、
副
市
長
、
関
係
課
長
、

支
所
関
係
者

四
、
テ
ー
マ

【
共
通
テ
ー
マ
】

市
長
の
施
策
「
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
」

三
本
柱
の
一
つ
「
に
ぎ
わ
い
と
活
力
」
に

つ
い
て
意
見
交
換

【
地
域
テ
ー
マ
】

「
森
林
を
活
か
し
た
町
づ
く
り
」
に
つ
い
て

五
、
そ
の
他

①
東
城
会
場
で
の
地
域
テ
ー
マ
は
右
記

の
テ
ー
マ
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

②
意
見
交
換
は
、
共
通
、
地
域
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
内
容
に
限
定
さ
れ
る
の
で
ご

承
知
下
さ
い
。

自治振興区名 事 業 名 事 業 内 容

山内自治振興区 竹ペレット製造・作業施設事業
竹パウダーペレットを製造し、ブランド米の生産・

販売を拡充する。

西城自治振興区 ふれあいサロン等交流拠点施設利用推進事業
交流拠点である多目的研修集会所をバリアフリー

化し、利用促進をはかる。

上町自治振興区
人が集い人が輝くオンリーワンの上町事業

【東城市街地文化財回遊ロード創設事業】

「常夜灯」を創建当時の場所である大橋近くに

移設し、文化財回遊ロードの創設により、新た

に観光スポットとして整備する。

口和自治振興区 黒岩城址整備事業

黒岩城址の冊子や幟の作成、歴史ガイド育成を

行い、地元農産物の販売促進など地域の元気

を目指し、地域の活性化を図る。

下高自治振興区 食のまちおこし事業
自治振興センターに厨房機器を整備し、地元農

産物を活用した特産品の開発を進める。



東城自治振興区には１０の自治会があります。
自治会によってさまざまな取組みや行事をさ
れています。
今回は宮平団地、上町の２つの自治会を紹介
します。

上上上上
町町町町

自自自自
治治治治

会会会会
会
長

寺
西
義
雄

上
町
自
治
会
は
、
百
三
十
五
世
帯
有
り
（
男
性
百
三
十
九

名
、
女
性
百
四
十
八
名
）
の
総
勢
二
百
八
十
七
名
で
す
。

上
町
、
上
ノ
町
、
備
中
町
の
三
町
を
合
わ
せ
た
名
称
で
す
。

会
長
、
副
会
長
の
下
に
会
計
、
事
務
局
（
部
）
、
環
境
部
、

街
並
み
振
興
部
、
福
祉
部
、
体
育
部
の
六
部
門
か
ら
な
る
構
成

で
自
治
会
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
環
境
部
に
つ
い
て
若
干
ご
説
明
し
ま
す
と
、
次
の
六

点
に
つ
い
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

①
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
推
進

②
粗
大
ご
み
の
収
集
活
動

③
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
の
美
化
活
動

④
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
整
備

⑤
常
夜
灯
の
維
持
管
理

⑥
そ
の
他
、
地
域
内
の
環
境
活
動
の
推
進

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
す
で
に
六
月
九
日
に
終

了
し
て
い
ま
す
。
残
り
の
事
業
に
つ
い
て
は
遅
滞
な
く
タ
イ
ム

リ
ー
に
部
会
を
開
き
各
役
割
分
担
を
決
め
つ
つ
環
境
部
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
町
内
の
見
ど
こ
ろ
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
何
と
言
っ

て
も
国
の
登
録
有
形
文
化
財
の
三
楽
荘
で
し
ょ
う
か
？

明
治
二
十
四
年
東
城
町
上
ノ
町
出
身
の
大
工
、
横
山
林
太
郎

氏
が
手
掛
け
た
数
棟
の
内
の
代
表
的
建
物
で
当
時
と
し
て
は
最

高
の
材
料
を
各
所
に
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
百

年
以
上
経
っ
た
今
で
も
凛
と
し
た
佇
ま
い

を
見
せ
る
雄
姿
は
圧
巻
で
す
。

広
島
大
学
工
学
博
士
の
三
浦
先
生
の
弁

を
借
り
れ
ば
町
屋
建
築
で
は
日
本
で
十
本

の
指
に
入
る
ほ
ど
の
文
化
的
価
値
が
あ
る

そ
う
で
す
。
以
上
、
今
回
は
こ
の
辺
で
上

町
自
治
会
の
一
部
で
す
が
御
案
内
し
て
お

き
ま
す
。

宮宮宮宮
平平平平

団団団団
地地地地

自自自自
治治治治

会会会会
阿
武

豊
宮
平
団
地
自
治
会
は
、
東
城
自
治

振
興
区
十
自
治
会
の
中
で
一
番
歴
史

が
浅
い
自
治
会
で
す
。

平
成
三
年
に
宮
平
住
宅
団
地
造
成

工
事
が
完
成
し
、
翌
年
か
ら
居
住
者

が
少
し
ず
つ
増
え
、
現
在
は
一
戸
建

て
五
十
二
世
帯
、
市
営
住
宅
八
世
帯
、

東
城
高
校
官
舎
二
世
帯
、
計
六
十
二

世
帯
で
す
。

平
成
六
年
に
宮
平
団
地
浄
化
槽
維

持
管
理
組
合
を
町
か
ら
受
け
継
い
だ

こ
と
か
ら
、
今
の
自
治
会
の
原
形
が

発
足
し
ま
し
た
。

平
成
十
年
十
一
月
に
は
住
民
全
員

の
理
解
と
団
結
、
行
政
・
各
関
係
者

の
協
力
を
得
て
陳
情
書
・
嘆
願
書
提

出
か
ら
約
二
年
後
に
宮
平
団
地
集
会

所
が
完
成
し
以
降
十
五
年
間
、
住
民

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
の
場
と
な
る
。

現
在
、
入
居
者
順
に
役
員
任
期
を

二
年
と
し
、
「
総
会
」
、
「
花
見
」
、

「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
、
「
夏
祭
り
」
、

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」
、

「
敬
老
会
」
等
々
、
そ
し
て
、
平
成

十
二
年
に
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
行
っ
て
い
る
宝
く
じ
受
託
事

業
収
入
を
財
源
と
す
る
自
主
防
災
組

織
の
助
成
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
緊

急
時
に
お
け
る
講
習
会
・
訓
練
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
宮
平
団
地
自
治

会
も
他
自
治
会
同
様
に
年
々
高
齢
化

が
進
み
「
高
齢
者
の
み
」
の
世
帯
が

増
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
現
在
は
、
長

寿
国
日
本
と
し
て
、
又
、
豊
な
国
と

し
て
、
世
界
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
、
ひ
と
え

に
「
老
木
に
咲
く
花
こ
そ
完
成
の
美
」

と
の
例
え
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
現

在
の
高
齢
者
の
皆
様
方
が
ご
尽
力
く

だ
さ
り
、
こ
の
社
会
を
築
き
あ
げ
て

下
さ
っ
た
お
か
げ
と
我
々
世
代
一
同
、

感
謝
致
し
て
居
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
高
齢
者
の
皆
様
方
が

「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
住
み
よ
い
自
治
会
」

を
め
ざ
し
、
又
、
自
治
会
員
相
互
の

「
若
返
り
と
顔
の
見
え
る
関
係
」
を

大
切
に
し
た
取
り
組
み
を
今
後
も
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
宮
平
団
地
自
治
会
、
住
民
共
々

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

宮
平
団
地
役
員
一
同

平
成
二
十
五
年
度

自
治
会
事
業
計
画
（
案
）

平
成

二
十

五
年

四
月

一
日

～

平
成

二
十

六
年

三
月

三
十

一
日

一
.
平
成
二
十
四
年
度
定
期
総
会
四
月

二
.
団
地
花
見
会

四
月

三
.
ク
リ
ー
ン
作
戦
事
業
（

春
）
六
月

四
.
団
地
夏
ま
つ
り

七
月

五
.
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

八
月

六
.
敬
老
会

九
月

七
.
川

西
運

動
広
場

草
刈
作
業

十
月

八
.
ク
リ
ー
ン
作
戦
事
業
（

秋
）
十
月

九
.
粗
大
ご
み
収
集
事
業

十
一
月

十
.
防

火
防
災
防

犯
訓
練
事
業
十
二
月

平成２５年 8月 ５日発行 第 ６号 東城自治振興区だより （２）



東城文化ホール音響・照明専門技術養成講座

東城自治振興区では、東城文化ホールを市民手作りで活用していただく
ため、文化ホールに設置されている音響・照明機器の専門技術養成講座を、
７月９日（火）より毎週火曜日、全５回の予定で開催しています。
講師に日本舞台音響家協会会員の増永正己さんを迎え、第１回目は資料

を見ながら増永さんの経験をもとにした話を聞くなど基礎知識を学びまし

た。第２回目以降は文化ホールに設置してある音響・照明機器を実際に

使用し、スピーカーや照明の調整、ス

テージの仕込みなど、さまざまなこと

に挑戦しています。

残り１回は講座の集大成となるミニ

ライブです。参加者一丸となり、学習

の成果を発揮したいと思います。（ｋ）

平成２５年 ８月 ５日発行 第 ６号 東城自治振興区だより （３）

し
ご
ん
ぼ
隊

自
然

観
察

学
習

～
東
城
川
の
生
き
物
観
察
～

七
月
二
十
七
日
（
土
）
し
ご
ん
ぼ
隊
は
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
前
に
あ
る
川
へ
、
生
き
物
の
観
察
に
で
か
け

ま
し
た
。

「
こ
わ
い
、
す
べ
る
。
」
と
川
に
入
る
の
を
始
め
は
こ
わ

が
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
で
し
た
が
、
魚

が
と
れ
る
と
「
や
っ
た
ー
、
と
れ
た
～
！
」

と
お
お
は
し
ゃ
ぎ
。
「
こ
れ
何
の
さ
か
な
？
」

「
こ
れ
は
ギ
ギ
で
」
と
、
と
れ
た
魚
の
名

前
を
教
え
あ
い
な
が
ら
楽
し
く
学
習
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

魚
の
潜
む
場
所
や
網
で
魚
を
と
る
方

法
、
ま
た
貝
や
ヤ
ゴ
な
ど
初
め
て
見
る
生

き
物
を
観
察
し
た
り
と
、
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
び
、
子
ど
も
た
ち
は
大
満
足
の
体

験
学
習
と
な
り
ま
し
た
。

（
ｋ
）

ウ
ー
マ
ン
カ
レ
ッ
ジ
日

帰
り
研

修

～
健
康
法
話
と
金
子
み
す
ず
を
訪
ね
る
～

七
月
六
日
（
土
）
ウ
ー
マ
ン
カ
レ
ッ
ジ
は
山
口
県
へ

日
帰
り
研
修
に
行
き
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
遠
出
に
バ
ス
の
中
は
終
始
に
ぎ
や
か
。

長
門
市
に
つ
く
と
、
緑
一
色
の
木
々
に
囲
ま
れ
た

大
寧
寺
で
健
康
法
話
を
聞
き
、
す
が
す
が
し
い
気
分

た
い

ね
い

じ

で
癒
し
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
金

子
み
す
ず
記
念
館
を
訪
ね
、
金
子
さ
ん
の
生
い
立
ち

や
作
品
な
ど
の
展
示
を
参
加
者
た
ち
は
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

豪
雨
の
た
め
乗
車
予
定
だ
っ
た
「
み
す
ず
潮
騒
号
」

が
運
休
に
な
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た

が
、
「
こ
ん
な
こ
と
も
あ
る
ん
だ
ね
。
こ
れ
も
い
い
思
い

出
だ
ね
。
」
と
話
し
、
充
実
し
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

（
ｋ
）

俳俳俳俳
句句句句

教教教教
室室室室

ささささ
ぎぎぎぎ

りりりり
会会会会

箱
入

り
の
土

用
鰻

を
提

げ
て
来

る

高
坂

と
く

お

初
成

り
の
紺

色
光

る
茄

子
か
な

佐
古

春
子

夏休み体験教室「和紙ちぎり絵」

７月３０日（火）東城自治振興センターで夏休

みこども体験教室「和紙ちぎり絵」がありました。

人物画というテーマに、子どもたちは思い思い

の人物を描いていました。

出来上がった子どもたちの作品をお借りし、

下記のとおり展示をしますので、ぜひご家族皆

さんでご来場ください。

日 時 平成２５年８月２４日（土）～２６日（月）

場 所 庄原市田園文化センター ２階

庄原市西本町２－２０－１０


